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頑
張
る
中
小
企
業
と
店
舗
を
応
援

商
工
課	

☎（
２
３
５
）４
８
４
３	

F（
２
３
３
）９
１
１
８

　
地
域
経
済
や
雇
用
を
支
え
る
中
小
企
業
と
店
舗
を
応
援
す
る
補
助
金
制
度
を

紹
介
し
ま
す
。
詳
細
は
、商
工
課
へ
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
中
小
企
業
振
興
支
援
事
業

　
市
内
で
１
年
以
上
操
業
し
て
い
る
中
小
企
業
者
な
ど
が
対
象
で
す
。

申
４
月
１
日（
金
）か
ら
、エ
ン
ト
リ
ー
用
紙
を
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接

商
工
課
へ
。
用
紙
は
同
課
で
配
布
の
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
５
月
13
日（
金
）必
着

◆
店
舗
の
改
装
・
改
修
費
用

を
助
成

　

小
売
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
、生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
を

５
年
以
上
営
む
店
舗
、空
き

店
舗
・
空
き
家
を
活
用
し
た

新
規
開
業
店
舗
が
対
象
で
す
。

詳
細
は
、海
老
名
商
工
会
議
所

（
☎
２
３
１・５
８
６
５
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「えびな ものづくりガイド」 
掲載企業を募集
　ビジネス機会の創出のため、市内企業の優れた製
品や技術を市内外に発信する冊子です。商工課・海
老名商工会議所・展示会などで配布します。
対市内製造業者費無料申電話で商工課へ。４月28
日㈭締め切り

高
齢
者

生
き
が
い
教
室

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課	
☎（
２
３
５
）４
９
５
０

◆
書
道
教
室〈
全
５
回
〉

　
初
心
者
対
象
の
教
室
で
す
。

日
４
月
15
日
～
５
月
20
日
の
毎
週（
金
）（
４
月
29
日
除
く
）

時
13
時
30
分
～
15
時
30
分
定
10
人
講
澁
谷
八
重
子
氏（
日
本
書

道
教
育
学
会
師
範
）持
書
道
道
具
申
４
月
７
日（
木
）必
着

◆
水
彩
画
教
室〈
全
５
回
〉

　
生
物
や
花
な
ど
を
描
き
ま
す
。

日
４
月
21
日
～
５
月
19
日
の
毎
週（
木
）時
10
時
～
12
時
定
10
人

講
中
野
百
合
子
氏（
第
一
美
術
協
会
会
員
）
持
水
彩
画
道
具

申
４
月
11
日（
月
）必
着

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室〈
全
５
回
〉

　
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

は
用
意
し
ま
す
。

期
４
月
29
日（
金
）（
祝
）～
５
月
３
日（
火
）（
祝
）時【
Ａ
コ
ー
ス
】

10
時
～
12
時【
Ｂ
コ
ー
ス
】13
時
30
分
～
15
時
30
分
定
各
コ
ー

ス
８
人
講
高
橋
貴
美
子
氏（
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

申
４
月
15
日（
金
）必
着

※
共
通
事
項

場
第
一
高
齢
者
生
き
が
い
会
館
対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、

全
５
回
参
加
で
き
る
方
費
無
料
申
往
復
は
が
き（
１
人
１
枚
）

に
、教
室
名
・
コ
ー
ス
名（
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
み
）・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、返
信
用
表
面
に
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
、〒
2
4
3‐0
4
1
0
杉
久
保
北
2‐3‐4
第
一
高
齢
者
生

き
が
い
会
館「
○
○
教
室
係
」へ
他
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

詳
細
は
、海
老
名
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
2
3
7
・

3
0
0
1
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

めざせ！

支援メニュー 補助金額

ホームページの制作・
リニューアル

ホームページの制作・リニューアル
の委託に要する費用の２分の１

（上限15万円）

求人広告の掲載 求人広告掲載費用の２分の１
（上限10万円）

展示会などへの出展 展示会などの出展料、会場設営費な
どの２分の１（上限15万円）

生産性向上などの
設備導入

導入費用の総額が500万円以上
1,000万円未満で20万円、1,000万
円以上で50万円

産業財産権の取得 産業財産権の取得に要する費用の
２分の１（上限10万円）

環境施設の設置
（LED 照明設備、業務
用生ごみ処理機 など）

設置する環境施設により異なります
例）LED照明設備設置は20万円、業務
用生ごみ処理機設置は費用の４分の３

（上限100万円）

依頼試験の実施 依頼試験や機器使用に要する費用の
２分の１（上限10万円）

人材育成（研修） 研修などの受講料の２分の１
（上限５万円）

ISOなどの認証取得 認証取得に要する費用の２分の１
（上限20万円または50万円）

随時
募集

自治会の防災の取り組み

防災備品の整備防災備品の整備

地区防災計画の作成地区防災計画の作成

自主防災組織の結成自主防災組織の結成 地域の防災リーダー 地域の防災リーダー 
〝防災指導員〟の育成〝防災指導員〟の育成

加入するには

自治会加入者カードを発行

協力店舗など

　自主防災組織には、自治会から選
任され市の研修・認定を受けた〝防
災指導員〟がいます。自治会と協力
して、防災備蓄倉庫や街路消火器の
点検、防災啓発活動などを行い、地
域の防災に取り組んでいます。

　海老名市自治会連絡協議会は、自治会に加入している方に店舗な
どで割引が受けられる「自治会加入者カード」を発行しています。詳
細はお問い合わせください。

自治会加入者カードの協力店舗などを募集しています。市内外は問いません。
詳細は、海老名市自治会連絡協議会事務局へお問い合わせください。

居住する地区の自治会長へお問い合わせください。
自治会長は海老名市自治会連絡協議会で案内します。

　自治会館などに防災倉庫を設
置し、防災備品を備蓄しています。

　自治会を中心として、地域の
特性を考慮した「地区防災計画」
の作成に取り組んでいます。

　災害時、地域住民が円滑に活動
できるよう、自治会長をリーダー
とした「自主防災組織」を自治会
ごとに結成しています。日頃から
防災意識の啓発や避難経路の確
認など、災害に備えた自主防災訓
練を行っています。

地域地域とつながり、とつながり、災害災害に備えるに備える
自治会自治会に加入しませんかに加入しませんか
海老名市自治会連絡協議会事務局（地域づくり課内）	☎（235）4793海老名市自治会連絡協議会事務局（地域づくり課内）	☎（235）4793

　自治会は、地域の人たちが安心して生活できる住みよいまちを目指してさまざ
まな活動を行っています。特に力を入れているのが防災です。「いざ」という時に

「共助」の力を発揮できるよう、自治会に加入し、地域の絆を深めませんか。

加入者に特典

地域の避難経路図や防災啓発ポスターの展示起震車体験 防災啓発映像の上映

上今防災フェスの様子


